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 精子や卵子等の配偶子形成に必須な減数分裂では、相同染色体の対合および二回の染色体分配が起こ

る。しかし減数分裂における染色体の動態制御機構の詳細はまだ多くが未解明である。本研究では、分

裂酵母の減数分裂期の染色体の動態および様々な構造体の局在を解析し、その機構の解明をめざした。 
	
 分裂酵母ではテロメアが酵母の中心体である Spindle Pole Body (SPB)に集合し、相同染色体の対合を
促進するが、このとき SPB に局在していたセントロメアが SPB から離れる。我々は昨年度までにテロ
メア集合が阻害されるとセントロメアの SPBからの脱離も阻害されること、この制御にテロメア結合蛋
白質である Taz1、および微小管が関わり、この制御がテロメア集合欠損時に紡錘体形成を保証する機構
であることを見いだしている。これらの成果を論文にまとめ、PLOS Geneticsにおいて誌上発表した。
さらにテロメアあるいはセントロメアと SPBの結合が接合時の核融合に重要であることを見いだした。 
	
 キアズマが染色体と紡錘体の結合形成における働きを明らかにするために、結合修正機構を欠損させ、

キアズマの有無における姉妹染色分体の分配を解析した。キアズマ形成時には姉妹染色分体の分離が増

加し、キアズマ非形成時には分離が減少した。このことは、結合修正によって、キアズマ形成時には姉

妹染色分体は紡錘体の同一極から伸びた微小管と結合し、反対にキアズマ非形成時には両極と結合する

ことを示唆している。このことからキアズマは結合修正様式を変化させる働きがあると考えられた。 
	
 減数分裂期におけるキネトコアの融合状態を評価するために、微小管形成を阻害して体細胞分裂およ

び減数分裂の細胞を分裂期に同調し、キネトコアおよび分裂期染色体を可視化した。減数分裂期では凝

縮した姉妹染色分体の染色体上にキネトコアのシグナルが１点のみ観察され、体細胞分裂期にはしばし

ば２点観察された。このことから、この方法でキネトコア融合を評価できるとともに、高等真核生物と

同じく、分裂酵母でも減数分裂においてキネトコアが融合すると考えられた。 
 
 
 
 


